




















































































































　本研究では、小学 1 から 6 年生までの児童を、低学
年（小学 1 から 3 年生）、及び高学年（小学 4 から 6
年生）に二分することにした。アンケート調査Q1 の
結果は、調査対象である小学生36名の内訳は、低学















低学年（N=25） 1 24 ・磁石で回ること（小 1 男子）
高学年（N=11） 3 8
・10分くらい回るコマだと知っている（小 4 女子）
・テレビで見たことがある（小 5 男子、小 5 女子）
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低学年（N=25） 2 11 12
高学年（N=11） 4 6 1
抽出語 低学年（N=25） 高学年（N=11）
回る 動詞 11 6
極 名詞 4 0
コマ 名詞 3 5























調べる 動詞 6 1
磁石 名詞 4 3
電気 名詞 3 1
もう一度 副詞 3 0
タイマー 名詞 1 0
インターネット 名詞 1 0
コマ 名詞 0 7
試す 動詞 0 5
増やす 動詞 0 4
いろいろ 形容動詞 0 3
磁力 名詞 0 2
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